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（１）ほりぞえ健ニュース ２００３年７月号

（事務局）５月３日に川崎市議会議
員としての任期が始まって１ヶ月が
経過しました。この間、いかがだっ
たでしょうか。
（堀添）あたりまえですが１つ１つ
のすべてが初めてのため、緊張続き
の１ヶ月でした。５月３日に任期が
始まり、２１日に議員総会、そして
２６、２７日には臨時議会が開催さ
れ、私は議員として初めて議場に入
りました。一般に議場は、階段状の
講義室のようなつくりになっていま
すが、川崎市議会も同じ形をしてい
ます。階段側の席に６３名の議員が、
そして議員席に向かいあう形で議長
席があり、その両側に市長をはじめ
とする理事者の席があります。議長
席の前には、速記書記の方が２名入
られているブースがあり、議事内容
を記録しています。

臨時議会の主要議題は、議長、副
議長をはじめとする議会人事で、常
任委員会の所属もここで決まります。
新聞でも報道されていましたが、副
議長の人選をめぐっては事前にいろ
いろとやりとりがあったものの、結
果的には議長、副議長とも全議員に
よる全会一致で選出いたしました。
議長には自民党の坂本茂議員が、副
議長には高津区選出で民主・市民連
合の佐藤忠議員が就任されました。
（事務局）川崎市は常任委員会が活
発に活動している、ということを聞
いたことがあります。
（堀添）そうですね。川崎市議会に
は、総務、市民、健康福祉、まちづ
くり、環境、の５常任委員会があり
ます。これらの常任委員会は、本会
議が開かれていない間も基本的に週
２回開催され、市側の議案や請願・
陳情事項等について審議します。私
が所属している健康福祉委員会は、
健康福祉局と消防局にかかわる分野

川崎市議会に初登庁！ ～事務局インタビュー

川崎市議会議員 ほりぞえ健

が中心となります。SARS等の感染

症対策や防災関係も含まれます。川
崎市議会では、本会議はもちろん、
常任委員会についても審議を公開し
ています。昭和４０年代に常任委員
会の公開を始めてから、傍聴希望を
許可しなかったことは一度もありま
せん。現在でも常任委員会の公開を
行っていない自治体議会も少なくあ
りませんので、このことは誇るべき
点だと思います。常任委員会には多
いときには１００名以上の方々が傍
聴に来られます。
（事務局）今後の予定はどのように
なっていますか。
（堀添）いよいよ６月定例会が６月
１６日から７月９日まで開催される
予定です。この中では、地下鉄問題
やまちづくり３条例、市長多選自粛
条例についても議論が行われると思
います。川崎市議会は高津区からは
ちょっと遠いですが、まず一度傍聴
してみてください。事前にご連絡を
いただければ、議会のご案内もさせ
ていただきますので、お気軽にお声
をおかけください。
（事務局）ありがとうございました。

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ
ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●民主党神奈川県第18区総支部副幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（中学１年）の３人家族

議長席

発言台

書 記

理事者席 理事者席

市長席

議 員 席 議 員 席

傍 聴 席 （２階にあります）

民主・市民連合
の議員席

堀添健の議席
（６番）
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【３つの約束】
●住民の立場に立ちます。
地方自治体は、首長（市長）と議会との間のチェック
アンドバランスが基本です。地方自治体の中で強大な
行政権を持つ首長に対し、住民の立場にたって行政を
チェックします。

●住民参画を推進します。
地方自治体は、住民の身近なところで政治が行われま
すので、可能な限り主権者である地域住民の参画を推
進します。住民の参画にあたっては、単に「意見を聞
く」のではなく、地域住民が政策立案段階から関与で
きる仕組みを重視します。

●情報公開を推進します。
地方自治体に関する情報はすべて公開します。とくに
行政が最終的に意思決定する前の、過程に関する情報
の公開を重視します。

ほりぞえ健ほりぞえ健 ４つの政策と３つの約束４つの政策と３つの約束

【４つの政策】
●徹底的な行政改革の推進
本来行政が行うべき仕事を明確にし、最適な業務効率
を実現するために、徹底的な行政改革を実現した上で、
納税者の立場に立った、大胆な行政運営を実現します。

●高津区を川崎市行政の中心に
地理的・人口的に川崎市の中心に位置する高津区へ市
役所を移転することで、行政改革を推進するとともに、
川崎市の一体化を高め効率的な行政運営を実現します。

●教育･福祉･環境重視のまちづくり
市民が安心して暮らせるまちづくりを推進するため、
教育・福祉・環境を重視した行政運営を実現します。
とくに、子育て世代やお年寄りに対する支援を重視致
します。

●地域産業の活性化支援
魅力あるまちづくりに欠かすことのできない地域産業
の活性化を支援します。とくに、『やる気』のある商
店、企業、経営者に対して重点的に行います。

所管事務の閉会中の継続調査の議決
本会議

（第２日）
５月２７日
（火）

所管事務の閉会中の継続調査について正副委員長会議

正副委員長の互選
各種役員の選出

各常任委員会

正副委員長の互選議会運営委員会

議席の指定
議長・副議長選挙
常任委員会委員の選任
議会運営委員会委員の選任
水道企業団議会議員・競馬組合議会議員の選挙
農業委員会委員の推薦
委員会条例の一部改正

本会議
（第１日）

５月２６日
（月）

主な内容委員会等本会議

堀添健の一口メモ 大切な地域防災～高津消防大会に参加して

６月１日に高津消防団の消防大会に出席しました。「消防団」のことを「田舎の小規模な消防署」と誤解され
ている方もいらっしゃいますが、消防団とは地元有志による防災組織であり、行政組織である消防署と協力して
地域防災に取り組んでいます。消防団は消防車等の独自装備も備えており、消防署よりも先に火災現場に到着し
消火活動を行う場合もあります。高津区には高津分団（二子班、溝口班）、橘分団（千年班、新作班）、作延分
団（上作延班、下作延班）の３分団があり、計１２４名の団員が消防団活動に従事されています。消防大会では、
各分団ごとに、小隊訓練、応急担架搬送、小型ポンプ操法の３種目の競技が行われ、昨年に引き続き作延分団が
優勝しました。
先日、秋田県副知事が、地震発生時の対応が不適切だったとの理由で辞職されましたが、住民の方々が国や地

方自治体等の公的セクターに期待する役割として、防災をはじめとする危機管理対応が重視されてきていると思
います。関東大震災級の大地震は、いずれ確実に発生するのですから、市としても最優先に準備を進めていく必
要があります。川崎市は財政的に非常に厳しい状況ですが、消防団活動をはじめとする地域防災への取り組みの
重要性を再認識することができました。このことを、私が所属する健康福祉委員会の活動にも反映できればと思
います。

２００３年２００３年 第２回臨時会第２回臨時会
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川崎市議会川崎市議会 常任委員会の構成常任委員会の構成

佐々木由美子（ネ）
飯田 満 （民）
河野忠正 （公）
尾作 均 （自）
雨笠裕治 （民）
後藤晶一 （公）
鏑木茂哉 （自）
菅原敬子 （民）
本間悦雄 （公）
矢沢博孝 （自）

三宅隆介 （民）
吉沢章子 （自）
粕谷葉子 （民）
沼沢和明 （公）
松原成文 （自）
飯塚正良 （民）
菅原 進 （公）
長瀬政義 （自）
市古映美 （共）
立野千秋 （民）
小林貴美子（公）

堀添 健 （民）
吉岡俊祐 （公）
林 浩美 （自）
青山圭一 （民）
岡村テル子 （公）
玉井信重 （民）
佐藤光一 （自）
嶋崎嘉夫 （自）
竹間幸一 （共）
平子瀧夫 （公）
野村敏行 （自）

織田勝久 （民）
浜田昌利 （公）
井口真美 （共）
石川建二 （共）
猪股美恵 （無）
廣田健一 （自）
佐藤 忠 （民）
栄居義則 （民）
坂本 茂 （自）
小泉昭男 （自）

伊藤久史 （民）
山崎直史 （自）
東 正 則 （民）
山田晴彦 （公）
石田康博 （自）
徳竹喜義 （共）
潮田智信 （民）
岩崎善幸 （公）
佐藤忠次 （民）
志村 勝 （公）
原 修一 （自）

委 員

(議席順)

西村英二 （共）佐野仁昭 （共）西 譲治 （民）花輪孝一 （公）前田絹子 （ネ）副委員長

大島 明 （自）浅野文直 （自）石田和子 （共）佐藤喜美子 (ネ)伊藤 弘 （自）委員長

環境局・水道局・交通局まちづくり局・建設局健康福祉局・消防局
市民局・経済局・港湾
局

総務局・総合企画局・
財政局・教育委員会

所管局

１２人１３人１３人１２人１３人定 数

環境委員会まちづくり委員会健康福祉委員会市民委員会総務委員会委員会名

２００３年５月２６日～

※※下線は高津区選出議員下線は高津区選出議員

第１回第１回 「川崎市政に参加する会」を開催しました！「川崎市政に参加する会」を開催しました！
去る５月３１日、第１回「川崎市政に参加する会」を開催

致しました。当日は台風４号の大雨の中にもかかわらず、多
くの方々にご参加いただき、ありがとうございました。第１
回目ということで、４月の統一地方選挙の特徴と、川崎市政
の概要・課題について、鳥瞰的な視点で整理し、今後の検討
課題について意見交換を行いました。
次回は「地下鉄問題を考える」をテーマに、６月２２日に

開催いたします。皆様のご参加をお待ちしております。
（詳細は裏面の案内をご参照ください。）

市政に参加する会に参加して Ｈ.Ｙ

選挙結果の概要については、川崎市では新人の市議が
増えている、議会改革が進めやすいのではないかという
ことに希望を感じた。党派別の分析も面白い。
市議会の５委員会が行政の仕事をチェックする・議論

する機関であるとすると、このくらいの体制は最低限必
要なのではないかと思う。国・都道府県・市町村の仕事
の分類を見ると、様々な仕事があるものだと思う。これ
らを行政がすべき仕事かどうか見直すのも大変な仕事だ。
行政改革に燃える首長・議員・市職員がチームで実行、
専門家や市民も意見を言っていかないといけない。財政
破綻間近の状況には、お任せ民主主義のツケがどーんと
回ってきたと実感する。皆さん、自分の生活・将来のこ
とですよ。市政に参加しましょう。

議員を通して市政に参加する工夫 Ｍ.Ｋ

今回の「川崎市政に参加する会」で課題として見えて
きたのは、市長あるいは行政を通して市政に関与する参
加の形式とは異なる、「利権や口利き」「依存と分配」
でない議員を通した市政への参加には、どういう形があ
るのか、あるいはどういう仕組みを創りだす必要がある
のか、ということではないだろうか。私も、市長あるい
は行政を通した市政への「政策立案からの参加」の仕組
みについては、福嶋我孫子市長や木下佐賀市長のお話し
からイメージがあったが、「信頼と責任」の関係から議
員を通して市政に参加するにはどのような仕組みが必要
かを考える良いキッカケとなった。
会の中で、市政における議員立法の現状について質問

した。今の議会や委員会では、行政からの提案を待って
議論するのがほとんどで、昨年川崎市では議員立法で成
立した条例は実質的には議員定数条例だけである。会を
終えて、次回の「地下鉄問題の議論」に向けて考える時、
議員を通した「政策立案からの参加」の仕組みは、まず、
行政からの情報とは別に、議員が、行政における発案か
らの経過の公開を要求あるいは自ら公開をすると共に、
一部の支持者だけではない川崎市の住民全体の要望・不
満・期待などをトータルに知った上で、行政へのチェッ
クアンドバランスとして議会や委員会の議論を活性化で
きるかが第一歩であると思う。それを促進するため、
「川崎市政に参加する会」が、川崎市住民の中の同じ仲
間だけでなく、互いの見解を闘わせて市政の賢明な判断
への参加を共有するトータルな会になることに務めたい。

川崎市政に参加する会について Ｋ.Ｈ

川崎市議選直後に、現職議員と関係者含めて１０名位
の方が逮捕されたというニュースがあり、依存と分配の
活動の停止的状況はどのように有権者に反映していくの
だろうと思っていた。「川崎市政に参加する会」の街頭
宣伝の時、熱心にニュースを読まれている方がいたので
話しかけたところ、堀添さんの支持者ではなかったもの
の、議員の逮捕の件に触れながら「政治をどう考えたら
いいかわからなくなった」といっておられた。
また、選挙の時に電話をかけた方に、電話で参加を呼

びかけたところ、公約を実現しようとする姿勢に対して
「共感」というより「そこまでやりますか」といった感
触の反応であったことが印象的だった。
５／３１の会で、堀添さんの話「議員がこんなに忙し

いとは思っていなかった。だが、自分がなんの為に議員
になったのかの原点を忘れないようにしていく」という
言葉が心に残った。政治に責任・信頼をとりもどそうと
いう芽に水をやり、大きな木に育てていくのは他でもな
い、私達主権者の責任だと改めて思った。
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第２回第２回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。
一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の

あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開催しています。
５月３１日の第１回は、統一地方選挙の結果を踏ま

え、川崎市の課題について全体的な視点で議論を行い
ました。

皆様のご参加を心よりお願い申し上げます。

第２回 ６月２２日 てくのかわさき

「地下鉄問題を考える～川崎縦貫高速鉄道」

第３回 ７月２１日 高津市民館

「川崎のまちづくり～まちづくり３条例」

第４回 ８月３０日 高津市民館

（未 定）

新事務所のご案内新事務所のご案内

日時：２００３年６月２２日（日）
午後２時半から４時半まで。

場所：てくのかわさき
溝の口駅徒歩５分

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０
（マルイの先です。神奈川県合同庁舎隣）
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「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
と
、

従
来
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
「
公
約
」
が
違
う
こ
と
ぐ

ら
い
承
知
の
は
ず
で
あ
る
。
国
民
と
の
「
契
約
」

で
あ
る
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
認
め
て
し
ま
う
と
、

守
れ
な
く
て
も
「
た
い
し
た
こ
と
な
い
」
と
言
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
困
る
。
し
か
し
は
っ
き

り
「
出
さ
な
い
」
と
も
言
え
な
い
の
で
、
「
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
」
＝
「
公
約
」
と
強
弁
す
る
。
こ
れ
で

は
口
先
だ
け
の
政
治
屋
と
呼
ば
れ
て
も
仕
方
が
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
／
続
く
野
党
の
質
問

に
対
す
る
答
え
に
は
、
さ
ら
に
驚
い
た
。
イ
ラ
ク

戦
争
の
終
結
宣
言
が
出
さ
れ
て
一
ヶ
月
近
く
た
っ

て
も
大
量
破
壊
兵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
開

戦
前
に
そ
の
保
有
を
断
言
し
た
根
拠
は
何
か
、
と

聞
か
れ
た
首
相
は
、
そ
れ
に
は
明
確
に
答
え
ら
れ

ず
、
「
フ
セ
イ
ン
大
統
領
は
い
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
フ
セ
イ
ン
が
イ
ラ
ク

に
い
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
大
量

破
壊
兵
器
だ
っ
て
、
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
な
か
っ

た
と
は
言
え
な
い
。
」
と
言
い
放
っ
た
。
し
か
し
、

は
じ
め
か
ら
い
る
と
わ
か
っ
て
い
る
も
の
が
見
つ

か
ら
な
い
と
い
う
の
と
、
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
の
と
は
、
全
く
違
う

こ
と
で
は
な
い
か
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

イ
ラ
ク
が
大
量
破
壊
兵
器
を
保
有
す
る
と
い
う
結

論
を
出
し
た
情
報
機
関
に
対
し
、
議
会
に
よ
る
調

査
も
始
ま
る
と
い
う
。
わ
が
国
で
は
、
一
国
の
最

高
指
導
者
が
、
お
そ
ま
つ
な
詭
弁
を
堂
々
と
口
に

し
て
答
弁
を
は
ぐ
ら
か
す
。
本
当
に
恥
ず
か
し
く

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
／
し
か
し
、
そ
れ
を
許
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
国
民
な
の
だ
。

批
判
だ
け
で
は
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ

自
身
が
、
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
政
治
に
参
加

す
る
。
そ
れ
が
、
日
本
の
政
治
を
誇
れ
る
も
の
に

転
換
さ
せ
て
い
く
、
は
じ
め
の
一
歩
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
事
務
局
ゆ
）

新しく事務所を開設致しました。溝の口駅
徒歩２分、高津区役所隣りのビルです。
ぜひお気軽にお立ち寄りください。
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